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手続 き :教材 は,岳 野 ら3)が開発 した立 ち木
が風雪 によ り倒木 となった もの を材料 と した｡
これは,樹皮 の残 る自然木か ら製作 を始 め るこ
とで, 自然の恩恵 をよ り身近 に感 じられ るよ う
にす るためで あ る｡本研究で使用 した材料 と製
作す るバ ターナ イフを写真 1に示す｡ また,技
術科の選択履修授業 において計 7授業 時政 を使
用 し,表 1に蒋専業 を示 す｡導入部 に ｢風雪倒
木の利用 につ いて｣ を説明 した｡ その後,｢バ
ター ナ イ フの 形 状 の 構 想｣｢け が き｣｢切 断｣
｢切 削｣｢研磨｣｢塗装｣ と展 開 し,最 後 に環 境




生徒の活動 教師の支援 学菅目標 評価基準導入 雷前隅董 ･ものつくりアンケートを行う星山と今回製作する
バターナイフのつながりについて筆 ･事前の調王幕を配(25分) 現明 プレゼンテーションや今回使う材料を見せながら税明する ①環境保全活動に関心を持つことが
環境保全活勤の取り組みぶ できる に関心を持つことができた'展開 デザイン{ ･デザインを考え,下雷きする一 ､ { ･J{タ-ナイフのJL本を拳儀するl- {- 宅)デザインを考え.デザイン通り(275分) けカき 丁 決め け力 0
アイ丁アZIつかばない生徒には,見本をなぞるよう伝える けがきができる .にけがきができているか
切断 ･材料の不要な部分を切断する ･線の上を切らないよう注意させる ③
安全に切断作業 安全に不要○切断の仕方がわからない生徒には,辛 ができる④ならい目や逆目 な部分を切断切
削研摩重義 ･小刀の取り扱い方や使い方 本を見
せる･小刀の鞘の扱い方やtき方,榊り方を できているか安全面に気をを知






おすよう伝える･垂集の仕方を知る ･くるみの割り方や生業の仕方を税明すくるみを使って′くタ-ナイフの塗装 行う る 油をふき取る布を配るまとめ(50分)




















































































46 金沢大学人間社会学域学枚教育学頼政育実践研究 第34号 平成20年







































































集中力 達成感 向上心 自滋とのBIわL環境間且の志向 ストレス 自己書定感 ものづくりへ
の志向性 鞭練性平均鶴(事前)4_1784｣5594ー992 3.559 4.822 3
.661 3.407 4.364上昇 平均儀(事後)4ー7975.4836.475 4.678 5.
432 4.517 4.398 5.407 4.924(
59名) 有意差検定 ～ * ●* * * ** 棉 ～平均鶴(霊前)4.9
504.9505.250 4ー600 4.800 4.650 3.700 4.950下降 平均儀(事後)4.90 4 61 355 45 27
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